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いよいよ介護報酬改定である。本音をいえば、
コスト増や深刻な人手不足に苦しむなかで、ど
れだけやりきれるのか不安のほうが大きく勝る。

介護報酬改定の度に、提示された条件を前
に「何をしていきたいか」ではなく「どうやっ
てこなすか」という100％受け身の姿勢になる。
いまが手一杯なので、提示される要件には、「な
んでこんなことに時間を割くんだ」と、不安や
不満、愚痴がとめどなく溢れ出す。

しかし、私たちのゴールは、与えられた指
示をこなして報酬を得ることだけなのだろう
か。また、その指示を忠実に達成することで、
世の中は今後どれだけ健全になるのだろうか。

何をすれば社会が健全になるのか明確な答
えは誰ももっていない。しかし、それでもより

よい未来のために、国は検証を繰り返し考え
抜いて介護報酬改定という形で指示を出す。
私たちも、よりよい地域づくりのためにその役
割を果たす。実際は、よいのかどうかも半信
半疑のまま、動きながらつくり上げていくこと
になる。

国も指示を出しっぱなしではいけないし、
私たちも要件を満たすだけで満足してはいけ
ない。要件の価値を理解し、効果があれば認
め、無駄や他に必要なことがあれば声を上げ、
主体的に自らの役割をつくり上げる姿勢が必
要になる。毎日苦しい。でも、私たち老健施
設はよりよい未来を実現するための大事な鍵
を預かっている。思索し、話し合おう。

 全老健広報情報委員　小林良成
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